
９５ 
 

 

 

令
和
五
年
十
二
月
六
日
提
出 

質

問

第

九

五

号 

       
 
 

農
作
業
安
全
に
お
け
る
農
業
機
械
士
の
活
用
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

神

津

た

け

し 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

農
作
業
安
全
に
お
け
る
農
業
機
械
士
の
活
用
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

国
民
へ
の
安
定
的
な
食
料
供
給
を
担
う
農
業
の
現
場
に
お
い
て
、
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
農
作
業
安
全

が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

 

一
方
、
農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
毎
年
二
、
三
百
件
の
農
作
業
中
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
農
業
就
業
人
口
が
減
少

す
る
中
、
死
亡
事
故
の
発
生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
就
業
人
口
十
万
人
当
た
り
の
死
亡
事
故
の
割
合
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
他
産
業
を
大
き
く
上
回
る
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
農
作
業
中
の
死
亡
事
故
の
発
生
割
合
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
令
和
四
年
の
農
作
業
安
全
研
修
の
受
講
者
は
約
五
万
人
弱
で
あ
り
、
普
段
仕
事
と
し
て
主
に
自
営
農
業
に
従
事
し
て

い
る
百
万
人
を
超
え
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
と
比
較
し
て
も
、
そ
の
一
部
し
か
参
加
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。 

 

ま
た
、
農
作
業
中
の
死
亡
事
故
に
つ
い
て
、
死
亡
要
因
別
に
み
る
と
、
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
亡
事
故
の
割
合
が
全
体
の

七
割
を
占
め
る
状
況
が
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
農
業
機
械
作
業
に
精
通
し
た
農
業
機
械
士
等
に
よ
る
指
導
や
研

修
の
更
な
る
活
用
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
農
作
業
安
全
に
対
す
る
農
林
水
産
省
の
令
和
五
年
度
予
算
は
二
千
万
円

程
度
で
あ
り
、
こ
の
予
算
の
中
で
農
作
業
安
全
の
普
及
啓
発
や
都
道
府
県
の
研
修
の
実
施
を
支
援
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
農
作
業
安
全
に
お
け
る
農
業
機
械
士
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 
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一 

農
作
業
安
全
対
策
の
推
進
に
関
す
る
予
算
に
つ
い
て
、
農
作
業
に
お
け
る
死
亡
事
故
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
状
況
を

鑑
み
る
と
、
農
作
業
安
全
対
策
に
係
る
取
組
へ
の
予
算
が
十
分
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
高
齢
者
や
農
業
機
械

作
業
に
係
る
死
亡
事
故
が
多
い
こ
と
か
ら
、
農
業
者
に
密
着
し
た
労
働
安
全
指
導
が
で
き
る
農
業
機
械
士
等
の
活
用
を
始

め
、
農
作
業
事
故
の
割
合
が
減
少
す
る
た
め
に
必
要
な
規
模
で
農
作
業
安
全
対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

予
算
を
確
保
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

農
林
水
産
省
は
、
各
都
道
府
県
等
に
対
し
、
「
農
作
業
事
故
等
の
情
報
取
集
の
強
化
に
向
け
た
要
請
に
つ
い
て
」
（
令
和

二
年
五
月
十
九
日
付
け
二
生
産
第
三
〇
二
号
農
林
水
産
省
生
産
局
長
通
知
）
を
発
出
し
て
お
り
、
重
大
事
故
で
あ
る
か
否
か

は
問
わ
ず
、
農
作
業
中
に
生
じ
た
人
的
被
害
を
伴
う
事
故
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。
し
か
し
、
農
林
水
産
省
が
公
表
し
て

い
る
農
作
業
死
傷
事
故
の
発
生
状
況
を
み
る
と
、
警
察
庁
が
公
表
し
て
い
る
交
通
事
故
と
比
較
し
て
、
死
傷
事
故
の
発
生
件

数
に
対
す
る
死
亡
事
故
の
割
合
が
圧
倒
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
農
作
業
事
故
に
対
す
る
正
確
な
デ
ー
タ

が
把
握
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
農
作
業
事
故
に
関
し
て
、
死
亡
事
故
以
外
に
も
、
後
遺
障
害
が
残
る
よ
う

な
重
大
な
事
故
を
含
め
、
よ
り
発
生
率
の
高
い
多
様
な
事
故
の
情
報
を
収
集
で
き
る
よ
う
運
用
を
改
善
し
、
正
確
な
デ
ー
タ

を
把
握
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 
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三 

農
作
業
事
故
の
発
生
件
数
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
農
業
者
が
農
作
業
安
全
に
関
す
る
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
が
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
研
修
の
受
講
者
数
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
る
。
全
国
規
模
で
農
作
業
事
故
を
減
ら
し
て
い
く
た

め
、
定
期
的
に
研
修
等
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
化
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
研
修
の

講
師
に
農
作
業
安
全
に
関
す
る
指
導
者
を
活
用
す
る
割
合
も
低
い
。
「
農
作
業
安
全
の
た
め
の
指
針
」
（
一
部
改
正
平
成
三

十
年
一
月
十
九
日
付
け
二
九
生
産
第
一
六
九
〇
号
農
林
水
産
省
生
産
局
長
通
知
）
で
は
、
地
域
の
農
作
業
安
全
対
策
の
取
組

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
農
業
機
械
作
業
に
精
通
し
た
農
業
機
械
士
等
が
参
加
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

質
の
高
い
研
修
を
確
保
す
る
た
め
、
研
修
講
師
に
農
業
機
械
士
等
の
専
門
性
を
有
す
る
者
の
活
用
を
義
務
化
す
る
必
要
性
に

つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


